
東北農業研究 (Tohoku Ag五c Res)59,239-240(2006)

黒ボク土,パーク堆肥,生もみ殻を用いた地域資源配含花壇苗鉢上げ用上
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1は じ め に

近年の花壇苗生産は,生産量の増加により単価が伸び悩

む一方,消 費者からは一層の高品質生産を求められており
,

「作れば売れる」という状況ではなくなっている。そのた

め,今後の花壇市生産においては品質の向上を目指す一方

で,資材費や人件費など生産コストの低減が不可欠である。

本試験では,岩 手県内およびその周辺に豊富にあり,低価格

で人手できる地域資源を主原料とする自家配合鉢上げ用

上について,その配合方法と利用の可能性を検討した。

2試 験 方 法

(1)供試資材

岩手県内およびその周辺で得られる素材のうち,一定以

上の量でかつ安定的に入手可能な,以下に示す資材を供試

した。

("試験区の設定

供試資材を約80通 りに配合し,そ の上で一般的な花壇苗

鉢上げ用土の条件とされる,

・pH55～65,EC L限 10程度の範囲内であるか。

・膨軟性・排水性について (達観で確認)

を基準とし,絞込みを行つた。その過程において,発酵豚糞,

発酵鶏糞,間伐材チップ,おが屑については用上条件の基準

に照合し,配合不可であるとして利用を中止した (図 1)。

その上で,8通 りの配合を決定し,類似した組成割合である

ものについては再度絞込み,試験区として設定した (表 1)。

(3)実用性の検討

設定した試験区の実用性について,鉢上げ用土としての

適正条件を確認するため,以下の項目について検討を行っ

た。

一般に求められる育古培土の物理的条件は,

気相率 15%以上・孔隙率 75%以 上 (全農)。 化

学性については,(1)で確認済み。

コス ト

導

植物の

生育

作業性 重量や保水性など,管理作業の軽労化が図れ

るか。

なお,対照区として岩手県内 C社にて製造・販売されて

いる花壇苗専用培土 (主原料 :赤土,有機物等)を供試し

た。

3試 験 結 果 及 び 考 察

〈0理化学性

物理性については,一般的な花壇苗育苗培土に求められ

る条件範囲とほぼ一致したため,理化学性の条件は満たさ

れていた (表 1)。

〈2)作製コスト試算

すべての区において,対照区よりも 2～ 7円/L程度のコ

スト減とすることが可能である (表 1)。

(3)植物の生育

バンジー,プ リムラ両品目において,各区間の生育の差は

見られなかった。このことから,購入用上と同等の生育・

品質が期待できる (表 2)。

(41作業性

1ト レイあたりの重量については,黒ポク土の配合割合

理化学

性

単位体積あたりの諸材料費および機械等の減

価償却額,な らびに作製での雇用労働費

バンジー (育苗期間約 lヵ 月半)およびプリ

ムラ (育苗期間約 3ヶ 月)で確認。

資材名 目的 特徴

黒ボク土 作物体

支持

県北農業研究内採取。 p H56,EC

0 04mS/cm,仮 比重約 06

バーク

堆肥

発酵豚糞

発酵鶏糞

物理性

改善・

微量元

素供給

い わ て 奥 中 山 農 協 産 。 p

H80,EC12mS/cm,仮 比重約 04

岩手県 A農協にて製造・販売。

岩手県内B社にて製造・販売。

間伐材

チップ

おが屑

生もみ殻

物理性

改善・

軽量化

杉間伐材を 5mm粒程度に粉砕し

たもの (樹皮部分は除去)。

アカマツの製材過程において排出

されたもの。

県北農業研究所において排出され

たもの。

(ピー ト

モス )

pH嬌

正・軽

量化

(地域資源には入 らないが,pH
嬌正な どの目的か ら,不可欠であ

るとして供試)
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が 4割を超える組成になると,対照区よりも重量が大きく

なると考えられる (表 1)。 また,いずれの区も,対照区より

も水分の減少が少ないことから,育苗期間のかん水作業の

軽減が期待できる (図 2)。

4 ま と め

地域資源を利用した花壇苗鉢上げ用土 (以下,地域資源

配合用土)の組成は,黒ボク± 20～ 50%,パーク堆肥 20～

40%,生 もみ殻 0～ 20%,ピ ートモス 10～ 30%の配合が望

ましく,苗質を低下させることなく育苗でき,購入培土と

同程度もしくは低コストでの作製が可能である。組成によ

っては保水性の向上によるかん水作業の軽減や軽量化に

よる運搬作業の軽労化,黒ボク土の自給によるコスト削減

表2地域資源配合用上の組成の違いによ
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施

′―:LК ′リルフリアイレノン。ノ

〕巴 ハしソ :各用上にロンク・

フリムラ:各用上にロンク・424M(100日 )2g/L
注3)バンジー :9月 2日 鉢上げ.10月 19日 調査。

プリムラ:7月 27日 鉢上げ 10月 下旬調査。
注4)バンジー・プリムラ共に全ての項目において有意差なし。

が期待できるため,利用者の状況 (資材の自給の不可,作業

従事者の体力など)に応じて組成を決定することが可能で

ある。なお,各産地において採取・生産された資材を用い

る場合は,それぞれの特性をIEIEしたうえで本成果を参考

に試作配合し,pH等を確認することが望ましい。

引 用 文 献

1)池田幸弘 2000 花壇苗生産の技術と経営 農文協

39‐42,61‐ 75,93‐ 106,156‐ 220

B譲書水量時 24時 間後  48時間螢

回2地域資源配含用上中の

水分量の推移

注)各区とも,用上の体積と同量の水をかん水

し,「 容器容水量時」(かん水17時間後),「かん水
24時間後」,「 かん水48時間後Jの 重量を測定し
た。表中の値は,「容器容水量時」を100とした時
の,各調査時点での水分重量比。

注1)1ト レイ当たり重量:3号ポリポツト(280ml詰め)X28ポットの重量(容器容水量時)

注2)コスト試算については,水稲+花壇首複合経営て花壇苗は10a(40m鉢 3回転=年間12万鉢生産)を想定。

諸材料費 :黒ボク土…5円 /L.パーク堆肥8円 /L生もみ数0円 /Lピートモス13円 /L

滅価償却額 :ソイルミキサー9,086円 .軽トラツク25,313円 .簡易パイプハウス3375円 .ローダー付トラクタ17,378円 .

ヘクサベット24.500円 (黒ボク土購入の場合は,ソイルミキサーと簡易パイプハウス,ヘクサペットのみ)

雇用労働費 :時給750円 X組作業人数2人 X56時間 (平成8年度生産技術体系より)⇒フ0円 /L。

注3)市販用上の標準的な価格は15～20円 /L。
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図1地域資源配合用上の組成 (試験区)決定の行程
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